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問題と目的
　我々は成長するにつれて、他者の行動観察や他者の特性に関する情報から他者の次なる言
動を予測することができるようになってくる。このような対人技能の上達は社会的能力の発
達として捉えることができる。菊池と堀毛（1994）は、社会的能力によって行動が作り出さ
れていく過程は、様々な情報をどう行動につなげていくかという認識的なものを含んだ情報
処理過程であると述べている。
　我々はこのような対人技能をいつ頃から身につけはじめるのだろうか。Heller＆Berndt
（1981）はこの問題について検討した。幼児（平均年齢5歳6ヶ月）に他者の内的特性に関
する情報を与え、彼らが他者の行動予測をする際にその情報を利用するかを調べた。その結
果、幼児がその情報をバイアスとして使用することが明らかになった。この研究がきっかけ
となり、その後、様々な実験手続きが工夫され、多くの知見が見出されてきた。
　松永（1995）は、幼児が他者の内的特性をどの程度理解できるか、他者の行動を予測する
ために他者の内的特性の情報をどの程度利用できるかについて検討している。その結果、幼
児は大学生ほど登場人物の特性を明確に識別していないものの、主人公の内的特性をある程
度は推論できたことを明らかにした。しかし、他者の行動予測の正確さに関しては年少児
（平均年齢4歳0ヶ月）＜年中児（平均年齢4歳11ヶ月）＝年長児（平均年齢5歳11ヶ月）
ということが見出され、年少児が他者の行動を必ずしもうまく予測できていないことが示さ
れた。
　朝生（1987）は、他者の感情を推測する能力の発達研究の中で、幼児が他者の感情を推測
する際にどのような情報をどのように利用するのかについて発達的な観点から吟味した。幼
児が主人公の置かれている情報と自己とは異なる特性をもつ主人公の行動（特性）情報を与
えられた場合、主人公の感情を推測する際にどの情報を利用するかを調べた。その結果、主
人公の行動情報を利用せずに状況情報のみを利用して主人公の感情を推測する（自己準拠型
の推測法）か、それとも主人公の行動情報と状況情報の両方を利用して感情を推測する方法
（他者準拠枠型の推測方法）かという観点から分析した結果、発達に伴って両方の情報を利用
する自己準拠型の推測法を用いるようになることが実証された。朝生（1987）は、5歳から
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6歳にかけて他者の内的特性に基づく行動予測と感情推測の発達にはズレが見られ、感情推
測より行動予測の方がより早く修得されることも明らかにしている。この知見を参考にし、
本研究では他者の行動予測に焦点を当てることとし、実験手続を工夫して4歳児でも行動予
測ができるかどうかを検討することにした。Jeffery（1993）や杉村（1993）が取り入れた日
常生活場面に近い場面設定を行うことによって、3年制幼稚園の年少組の幼児でも提示され
た状況を想像しやすくなり、設定された場面にコミットメントしやすくなると考えた。
　本研究の目的は、（1）幼児の年齢によって他者の行動予測の傾向に違いがみられるか、（2）他
者の特性に関する事前情報の内容の違いによって幼児の行動予測がどのように変化するか、
（3）事前情報の効果が年齢によって異なるかについて吟味することである。
方法
購　東京都内にある幼稚園の園児48名を被験者として、実験を行った。年少群の被験者（平均
年齢4歳2ヶ月）は年少クラス12名と年中クラス18名からなる計30名（男女15名ずつ）から
なっていた。年長群の被験者（平均年齢5歳8ヶ月）は年長クラス18名（男女9名ずつ）か
らなっていた。
　実験は被験者間2要因計画を立てた。第一の要因は年齢要因であり、年少群・年長群の2
水準である。第二の要因は事前情報の種類であり、ポジティブ情報・ネガティブ情報・情報
なしの3水準である（事前情報の内容については後述する）。
　被験者には6枚の図版を提示し、その反応から積極的行為得点、消極的行為得点および積
極尺度得点を算出し、これら3変数を従属変数とした（これについても後述する）。
　　に用いた　￥“　実験材料は、依田明・詫摩武俊の太郎・花子テストを参考に、筆者が改
作したものを用いた。材料の概要は、以下のとおりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男児には太郎
　　　　　　　　　　表1　事前盾報の種類と教示　　　　　　　　　　　カード、女児に
ポジティブ群
（POS）
「太郎君（花子ちゃん）はいつもにこにこしている元気な男（女）の
子です。鉄棒もできるし自転車にも乗れます。小さい子と遊んで
あげたり、お母さんや先生のお手伝いもよくします」
ネガティブ群　「太郎君（花子ちゃん）はいつもぷんぷん怒っている顔をしていま
（NEG）　　　す。欲しいものがあれば、それがお友達のものでも、取り上げて
　　　　　　しまいます。よく嘘もつきます。思うようにならないとお友達を
　　　　　　ぶったり蹴ったりつねったりします」
情報なし群　　「これから太郎君（花子ちゃん）のお話を始めます」といって、す
（CON）　　　ぐに設定場面に入る。
は花子カードを
使用した。カー
ドで提示するそ
れぞれの場面は
太郎カードも花
子カードも同一
のものであり、
主人公が男児か
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女児かが異なるだけである。図版の大きさはB5サイズとし、絵は白黒で描いた。
　　実験は自由保育の時間内に園内に設けた実験室において、個別に行った。
1）事前情報の提示：主人公に関する情報を与える（表1参照）
　被験者に主人公が描かれている絵を提示し、主人公（男児の場合は‘太郎君’、女児の場
合は‘花子ちゃん’）の行動特性に関する情報を与えた。
　ポジティブ情報群では、主人公が社会的に望ましい行動をする子どもであるという情報を
伝えた。ネガティブ情報群では、主人公が社会的に望ましくない行動をする子どもであると
いう情報を与えた。情報なし群では、主人公に関する情報を何も与えずに、絵の子どもが主
人公であることだけを伝えた。
2）場面の提示
　日常生活場面で起こりそうな援助場面、遊び場面および信頼場面の3つの状況についてそ
れぞれ2場面を設定し、計6つの葛藤場面を用意した。被験者には、主人公が描かれた図版
を提示しながら場面の状況を説明した後、主人公がその場面で被験者にどのような反応をす
るかを予想させた。
　被験者の反応は、その根拠を尋ねた。実験者は、設定場面の絵を一枚ずつ見せ、その場面
の状況説明を説明した後、「太郎君（花子ちゃん）はどうすると思いますか」、「なぜ、そう
すると思いますか」と尋ねた。場面の順序効果がないように、被験者にはそれぞれの場面を
ランダムに提示した。被験児のすべての反応は、テープレコーダーで記録した。
記、・の理とn点ヒ
　被験者の反応は、主人公の行動が積極的あるいは肯定的な意図を持っている場合や、同情
あるいは援助といった肯定的な行動をとると予測した場合は積極的行為をとると判断し、積
極的行為得点として1点を与えた（被験者は6場面に回答するので、得点のレンジは1点か
ら6点である）。一方、主人公が積極的あるいは否定的な意図を持っている場合や、社会的
に好ましくない行動をとるだろうと予測した場合は消極的行為をとると判断し、消極的行為
得点として1点を与えた（消極的尺度のレンジは1点から6点）。
　さらに、各被験者の積極的行為得点一消極的行為得点によって積極的尺度得点を算出し、
児童が主人公の積極性を総合的に判断する指標として用いることにした。
　なお、被験者の反応を得点化する際、筆者を含めた3名の大学院生が個別に得点化を行っ
たところ、一致率は90％以上であった。
結果
1．積極的行為得点に関する分散分析
　積極的行為得点を従属変数とする2（年少・年長）×3（ポジティブ情報・ネガティブ情
報・情報なし）の2要因分散分析を行った。その結果、年齢の主効果（F＝　7．40，df＝1／42，
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図1　積極的行為得点における年齢の効果
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　　　　COW：情報なし群
　　　　POS：ポジティブ情報群
　　　　閥EG：ネガティブ情報群
図2　積極的行為得点における事前情報の種類
　　の効果
P＜．05）と事前情報の種類の主効果（F＝21．6，df＝2，42，　p＜．01）に有意差がみられた。し
かし、両者の交互作用には有意差はみられなかった。図1からわかるように、年長群は年少
群よりも主人公が積極的行為を行うと判断していた。また、図2からわかるように、事前情
報として主人公のネガティブな情報を与えられると積極的行為得点が低くなることがわかっ
た。
2．消極的行為得点に関する分散分析
　消極的行為得点を従属変数とする2　（年少・年長）×3　（ポジティブ情報・ネガティブ情
報・情報なし）の2要因分散分析を行った。その結果は、年齢の主効果（F＝4，30，df＝1／42，
p〈．05）と事前情報の種類の主効果（F＝8．50，df＝2／42，p＜．01）に有意差がみられ、両者
の交互作用（F＝2．79，　dfニ2．42，p＜．08）に有意な傾向がみられた。
　図3から、年少群は年長群よりも主人公が消極的行為を行うと考えていることがわかった。
また、図4からわかるように、事前情報として主人公のネガティブな情報を与えられると主
人公が消極的行為を行うと判断した。
　図5から、事前情報としてネガティブな情報が与えられた時には消極的行為得点に年齢の
効果がほとんどみられなかったのに対して、他の事前情報の場合には年少児は年長児よりも
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図3　消極的行為得点における年齢の効果
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図4　消極的行為得点における事前情報の種類
　　の効果
消極的行為得点がかなり高かった。他者のネガティブな事前情報が与えられた場合、年少児
もその情報をうまく利用できると考えられる。
3．積極的尺度得点に関する分散分析
　積極的尺度得点を従属変数とする2（年少・年長）×3（ポジティブ情報・ネガティブ情
報・情報なし）の2要因分散分析を行った。その結果は、年齢の主効果（F＝4．02，df＝1／43，
pく．06）に有意な傾向がみられ、事前情報の種類の主効果（F＝13．2，df＝2／42，p〈．01）に
有意差がみられた。
　図6を見ると、年長群の積極尺度得点が高いことがわかった。また、図7よりネガティブ
な情報が与えられると積極尺度得点が極めて小さくなることが示された。
考察
　幼児が他者の特性に関する事前情報を利用して他者の行動を予測しているかどうかは、図
2、図4および図6から読みとることができる。事前に他者の特性に関するポジティブな情
報を与えられると積極的な行動をとると予測し、ネガティブな情報を与えられると消極的な
行動をとるだろうと予測した。このことから、4歳から6歳の幼児が他者の行動を予測する
ために事前情報を利用していることが確認された。この結果は、Yuill（1993）の「幼児は行
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図6　積極的尺度得点における年齢の効果
動予測に他者の内的特性を利用し、よい行動をするものは後に良い行動を行い、悪い行動を
するものは後に悪い行動をするという単純な一般的評価に関するルールによって行動予測を
行っている」という見解を支持するものである。また、本研究では日常場面でおこりそうな
具体的な状況を設定していた。この手続きによって4歳児でも事前情報をある程度利用でき
ることが確認されたことは、意義のある結果と言える。
　年長群は年少群よりも積極的行為得点が高く（図1）、消極的行為得点（図3）が低く、積
極尺度得点が高かった。このことから、年長児は他者が自分自身に対して好意的な行動して
くれると判断していることがわかった。年少児は相対的にはネガティブな判断をする傾向は
認められたけれども、積極的行為得点（図1）は3．3点（6点満点）であり、消極的得点
（図3）は1．9点（6点満点）であり、結果的には年少児も他者のポジティブ行動を予想する
傾向があることには変わりがなかった。
　また、情報なし群とポジティブ情報群の2群間ですべての従属変数において違いがみられ
なかった。このことは、幼児の事前情報利用の未熟さを示すものと言える。おそらく、他者
の特性に関する事前情報を行動予測に利用できる小学校高学年以上の児童・生徒ならば、積
極的行為得点はポジティブ情報群〉情報なし群〉ネガティブ情報群という順になるであろう。
幼児の判断がポジティブな方向へずれる傾向があることは、他の研究でも確認されている。
1（，0
5
4
3
2
積
極
的
尺
度
得
点
1
0
一1
図7
　　　　　　他者の特性に関する事前情報が幼児の日常生活場面における行動予測判断に及ぼす効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　例えば、Rholes＆Ruble（1986）は矛盾する
　　　　　　　　　　　　　　　　　行動情報が与えられた場合に、幼児の判断が
　　　　　　　　　　　　　　　　　ポジティブな方向でバイアスを持つことを朋
　　　　　　　　　　　　　　　　　らかにしている。さらに、本研究では、他者
難　　　　謙灘驚驚筏島喬
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘシフトさせた可能性がある。実験手続きに
　　　　　　　　　　　　　　　　　おいて他者の行動対象を被験者以外の人に設
　　　　　　　　　　　　　　　　　定すると、新たな知見が得られるかもしれな
　　　　　　　　　　　　　　　　　い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　年長児と年少児の違いを最も明確に示した
　　　　　　　　　　　　　　　　　結果は、図5である。消極的行為得点におい
　　　　　　　　　　　　　　　　　て年齢と事前情報の種類の交互作用がみられ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　年長児は年少児よりも事前情報をより厳密に
　　　　；mm報の畷　　　　　　　　利用していることが明らかにされた。図5の
　　　　　　　　　　　　　　　　　ポジティブ条件とネガティブ条件の2条件に
積極的尺度得点における事前情報の
種類の効果　　　　　　　　　　　　着目してみると年長児の反応は事前情報の違
　　　　　　　　　　　　　　　　　いに極めて敏感であり、総じてポジティブな
　　　　　ネガティブ条件では年少児以上の消極的行為得点を示していた。この部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この結果は興味深いものである。
解釈をする彼らが、
分に関してだけは、年長児が成人と同様の判断をしており、
杉村は（1993）は、幼児は期待に合致しないような先行情報を一般化して解釈することが難
しいと報告している。しかし、本研究の3年制幼稚園の年長組の幼児では、期待に合致しな
いような先行情報をある程度一般化できることが確認された。
　本研究では3年制幼稚園の年少組・年中組・年長組の幼児を被験者としながら、被験者が
少数のために、3水準で年齢差を比較検討することができなかった。また、年長組の幼児の
行動予測判断にも未成熟な面がみられた。このことから、他者の特性に関する事前情報の利
用について厳密な発達的吟味を行うためには、小学校低学年の児童も対象に調査する必要が
あることが示唆された。
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論文要旨
他者の特性に関する事前情報が幼児の日常生活
　　場面における行動予測判断に及ぼす効果
　　　　　　　　　　　荒井志世
　本研究の目的は、幼児が、他者の次なる行動を予測するために他者の特性に関する事前情
報をどの程度利用できるかについて、年齢要因と事前情報の種類から検討することであった。
被験児には図版を提示し、事前情報としてその主人公の特性に関する情報を与え（ポジティ
ブ情報群・ネガティブ情報群）、情報なし群は情報を与えなかった。そして次に提示した日
常生活場面で他者が次にどう行動するかを予測させた。被験児の反応を得点化して分析を
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行った結果、4歳から6歳の幼児が他者の行動を予測するために事前情報を利用しているこ
とが確認された。また、ネガティブ情報群では、年長児が年少児に比べて、より厳密に事前
情報を利用していることが明らかにされた。また、情報なし群では、他者が肯定的行動をす
ると予測されやすい傾向が確認された。
　キーワード【幼児　事前情報　行動予測　ポジティブ情報　ネガティブ情報】
170
論文要旨
The　influence　of　information　about　other　traits
upon　the　judgment　of　other　people’s　behavior
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shiyo　ARAI
This　study　examines　the　ability　of　preschool　children（four　to　six　year－olds）to　infer　the　behavior
of　other　people　and　to　use　information　about　their　traits　in　order　to　predict　fUture　behavior．
Subjects　in　positive　or　negative　information　groups　were　presented　with　information　on　a　hero「s
behavior　and　then　were　asked　to　infer　the　hero「s　behavior　on　everyday　event．
The　main　results　were　as　follows：（1）preschool　children　could　infer　the　behavior　of　other　people
using　pre－information　about　their　traits；（2）in　the　negative　information　group，　older　children　used
pre－information　more　precisely；（3）in　the　no　information　group，　they　tended　to　infer　the　hero「s
favorable　behavior．
Key　words：
infbrmation
preschool　children，　pre－information，　infer，　fUture　behavior，　positive　or　negative
175
